
 

今
年
は
泣
か
さ
れ
た 

 

厳
寒
、
空
梅
雨
、
熱
暑
、
長
雨
、
台
風

と
地
球
が
壊
れ
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な

異
常
気
象
が
続
い
て
い
る
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
で
み
る
と
、
「
湧
水
・

天
日
干
し
、
こ
れ
以
上
贅
沢
な
コ
メ
が
何

処
に
あ
る
だ
ん
…
」
と
嘯
い
て
い
た
が
、

今
年
は
散
々
、
泣
か
さ
れ
た
。 

 

ま
ず
、
空
梅
雨
は
湧
水
の
強
さ
か
ら
ク

リ
ア
。
熱
暑
も
湧
水
を
温
め
て
く
れ
る
効

果
か
ら
稲
の
生
育
に
大
き
く
プ
ラ
ス
、
例

年
と
比
べ
、
十
日
以
上
も
早
く
黄
金
色
と

な
り
、
今
年
の
豊
作
は
間
違
い
な
い
と
百

姓
衆
は
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た
が
、
喜
ぶ
の

は
そ
こ
ま
で
で
、
さ
て
、
稲
刈
り
で
も
す

る
か
、
と
勢
い
込
ん
だ
途
端
、
雨
、
雨
、

雨
、
と
続
き
、
九
月
四
日
、
台
風
二
十
一

号
が
起
因
し
た
豪
雨
で
稲
が
よ
ろ
け
、
稲

穂
が
発
芽
し
て
し
ま
っ
た
。(

一
部
に
は
、

長
雨
の
影
響
で
立
っ
た
ま
ま
で
も
、
発
芽

が
み
ら
れ
た
。) 

 

九
月
早
々
の
天
気
を
見
定
め
、
稲
刈
り

は
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
も
雨
続
き
で
田

ん
ぼ
が
泥
濘
、
バ
イ
ン
ダ
ー
が
稼
働
で
き

な
く
難
儀
に
難
儀
を
重
ね
、
ま
ず
ま
ず
、

終
わ
っ
た
の
は
九
月
末
で
あ
っ
た
が
、
十

月
二
十
日
に
な
っ
て
も
、
一
部
に
は
田
ん

ぼ
に
稲
が
あ
る
し
、
稲
ハ
ザ
も
脱
穀
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。 

ハ
ザ
架
け
し
た
も
の
の
、
九
月
三
十
日

の
台
風
二
十
四
号
の
余
波
を
受
け
、
千
枚

田
の
ハ
ザ
の
ほ
ぼ
全
部
が
倒
れ
、
壊
滅
状

態
に
陥
っ
た
。
こ
の
状
況
を
「
市
・
県
・

国
の
顔
と
か
、
宝
」
な
ど
と
謳
わ
れ
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
も

っ
て
、
台
風
通
過
の
一
日
、
午
前
九
時
二

十
三
分
に
市
秘
書
課
を
通
し
、
市
長
さ
ん

に
実
態
報
告
、
十
時
五
分
に
は
鳳
来
総
合

支
所
地
域
課
に
も
お
知
ら
せ
し
た
。 

 

棚
田
の
百
姓
は
、
一
時
的
に
あ
き
ら
め

の
心
境
で
あ
っ
た
が
、
非
効
率
な
棚
田
で

も
天
塩
に
か
け
て
育
て
た
稲
を
捨
て
置

く
訳
に
は
い
け
な
い
と
、
雨
間
を
み
て
四

日
ほ
ど
で
再
び
ハ
ザ
架
け
を
蘇
ら
せ
た
。 

 

こ
れ
を
見
た
一
般
人
か
ら
「
千
枚
田
の

衆
は
湖
の
中
で
ハ
ザ
を
起
こ
し
て
い
る
」

と
か
「
し
ま
っ
た
、
ハ
ザ
が
起
き
て
い
る
、

全
部
倒
れ
て
い
る
と
聞
き
、
急
い
で
写
真

を
撮
り
に
来
た
が
…
残
念
」
な
ど
、
心
な

い
声
は
聞
こ
え
て
く
る
し
、
空
に
は
ド
ロ

ー
ン
が
神
経
を
逆
な
で
す
る
異
音
を
発

し
な
が
ら
得
意
げ
に
飛
ん
で
も
「
手
伝
う
」

と
い
う
声
は
何
処
か
ら
も
聞
こ
え
て
こ

な
か
っ
た
よ
う
だ
し
、
聞
き
た
く
も
な
い
。 

 

こ
れ
だ
け
、
天
候
に
虐
め
ら
れ
て
も
、

泣
か
さ
れ
て
も
、
棚
田
の
百
姓
は
来
春
に

な
る
と
、
ケ
ロ
ッ
と
忘
れ
、
「
日
本
三
大

石
積
の
棚
田
」
で
汗
を
流
す
こ
と
で
あ
ろ

う
し
、
そ
う
、
願
っ
て
や
ま
な
い
。 

 

こ
の
、
長
雨
と
二
つ
の
台
風
の
お
か
げ

で
四
谷
の
千
枚
田
が
関
係
す
る
行
政
行

事
「
中
部
環
境
五
市
サ
ミ
ッ
ト
」
は
来
年

に
延
期
、
「
し
ん
し
ろ
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」

中
止
、
そ
し
て
「
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ア

ラ
イ
ラ
ン
ス
」
で
は
、
棚
田
っ
娘
が
外
国

人
を
接
待
す
る
に
「
英
語
ず
ら
ぁ
か
、
仏

蘭
西
語
だ
ら
ぁ
か
、
今
か
ら
習
っ
た
っ
て

覚
え
り
ゃ
あ
せ
ん
で
、
わ
し
ゃ
あ
三
河
弁

で
…
」
な
ど
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、

千
枚
田
に
は
来
な
い
と
連
絡
が
あ
り
、
ガ

ッ
カ
リ
が
大
き
か
っ
た
。 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

十
月
十
七
日
、
「
四
谷
の
千
枚
田
と
か

か
し
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
審

査(

審
査
基
準
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

中
川

様
・
東
三
河
管
内
郵
便
局
長 

二
名
・
市

教
育
委
員
会 

安
藤
課
長
・
奥
三
河
観
光

協
議
会 

安
彦
局
長
・
保
存
会 

小
山
舜

二)

を
旧
連
谷
小
学
校
に
て
行
い
、
応
募

総
数
三
百
二
十
八
枚
か
ら
最
優
秀
賞(

五

平
餅
セ
ッ
ト
・
新
米 

五
㎏
・
図
書
券)

五

名
、
優
秀
賞(

五
平
餅
セ
ッ
ト
・
新
米 

二

㎏
・
図
書
券)

十
名
、
入
賞(

五
平
餅
セ
ッ

ト
・
図
書
券)

三
十
五
名
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
作
品
は
市
内
長
篠
郵
便
局
で
、
十

一
月
二
十
二
日
か
ら
、
同
鳳
来
寺
郵
便
局

で
十
一
月
一
日
か
ら
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に

つ
い
て
は 

(

株)

丸
八
製
菓
鈴
木
社
長
さ

ん
の
「
四
谷
の
千
枚
田
」
保
存
継
承
、
愛

着
も
大
き
く
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 182号  



 

脱 

穀 

 

十
月
十
一
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
の
脱
穀
を
行
っ
た
。 

長
雨
が
続
く
中
、
昨
夜
の
雨
を
稲
ハ
ザ

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
い
備
え
、
何
と
か

脱
穀
が
で
き
た
。(
終
わ
る
と
、
ま
た
雨)

 

 

生
徒
た
ち
は
、
田
植
え
か
ら
脱
穀
ま
で

の
一
連
の
稲
作
体
験
を
通
し
、
将
来
、
食

の
プ
ロ
に
な
る
基
本
で
あ
る
「
コ
メ
」
の

大
切
さ
と
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
。 

                    

景
観
環
境
整
備
の
お
知
ら
せ 

 

十
一
月
十
八
日(

日)

、
保
存
会
は
「
千

枚
田
入
口
付
近
」
と
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

の
草
刈
り
を
メ
イ
ン
に
景
観
環
境
整
備

を
実
施
し
ま
す
。 

午
後
一
時
か
ら
、
手
を
挙
げ
て
頂
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
施
設
内
に

あ
る
木
橋(

五
か
所)

の
防
腐
剤
塗
布
を

行
い
ま
す
。 

ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員 

連
絡
会
議 

十
月
十
七
日
、
愛
知
県
農
林
水
産
部
農

林
基
盤
局
農
地
計
画
課
は
、
中
山
間
地
域

に
お
け
る
農
地
や
土
地
改
良
施
設
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
良
好
な
発
揮
と
地

域
住
民
活
動
の
活
性
化
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員
の

連
携
と
活
動
の
質
的
向
上
を
目
的
に
、
九

団
体
が
岡
崎
市
鳥
川
町
の
ホ
タ
ル
学
校

(

旧
鳥
川
小
学
校)

に
会
し
、
連
絡
会
議
が

開
催
さ
れ
、
保
存
会
か
ら
は
原
田
英
史
指

導
員
が
出
席
し
た
。 

撮
影
二
題 

 

① 

ハ
リ
ウ
ッ
ド 

ホ
ラ
ー
映
画
「
Ｂ
Ａ
Ｓ 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
」(

ニ
ク
ソ
ン 

フ
ォ
ン
監
督)

が

愛
知
県
内
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
。 

 

近
く
の
ロ
ケ
地
は
、
奥
三
河
観
光
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
、
四
谷
の
千
枚
田
、
海

老
の
双
瀬
ト
ン
ネ
ル
、
愛
郷
の
八
剣
神
社
、

鳳
来
寺
山
な
ど
で
、
他
に
、
津
島
の
山
車

祭
り
や
知
立
市
の
人
形
文
楽
も
撮
影
さ

れ
た
。
映
画
は
来
春
、
ア
メ
リ
カ
で
公
開

予
定
。 

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

② 

タ
イ
国

T
V

チ
ャ
ン
ネ
ル
３
の
テ
レ

ビ
番
組
「LIN

E
 Trip

 in
 JA

PA
N

」
の
撮
影

に
協
力
。 

タ
イ
に
お
い
て
は
若
者
を
中

心
に
浸
透
し
て
い
る

L
IN

E

を
活
用
し
、

日
本
旅
行
の
新
た
な
楽
し
み
方
を
提
案

す
る
の
が
本
番
組
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

り
、
出
演
者
は
「
訪
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
い

か
に
楽
し
む
か
？
」
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に

L
IN

E

で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入
手

し
な
が
ら
旅
を
進
め
て
行
く
番
組
で(

舜)

も
「
ど
ん
百
姓
」
役
で
出
演
し
た
。 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin

東
三
河 

十
月
二
十
九
日
、
豊
橋
芸
術
劇
場
・
ホ

テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋
・
ホ
テ
ル
ア

ソ
シ
ア
豊
橋
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。 

第
二
十
六
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
で

は
「
三
遠
南
信
流
域
都
市
圏
の
創
生
～
日

本
の
県
境
連
携
先
進
モ
デ
ル
～
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
三
遠
南
信
地
域
を
一
体
的
に
振

興
す
る
た
め
、
地
域
住
民
、
大
学
・
研
究

機
関
、
経
済
界
や
行
政
関
係
者(

約
六
百

名)

が
一
堂
に
会
し
、
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。 

同
日
十
時 

か
ら
三
遠
南
信
地
域
住
民

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
遠
南
信
住
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
主
催
で
～
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
そ
の
後
か
ら
学
ぶ
～
を

テ
ー
マ
に
三
河
、
遠
州
、
南
信
州
の
元
隊

員
三
名
が
事
例
報
告
、
参
加
し
た
地
域
の

住
民
団
体
と
闊
達
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。
こ
の
、
会
議
に
は
保
存
会
か
ら
小

山
舜
二
が
参
加
し
た
。 

研
修
対
応 

十
月
三
十
一
日
、
名
古
屋
市
老
人
大
学

受
講
生
二
十
名
が
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の

存
続
、
継
承
、
文
化
、
景
観
・
環
境
に
つ

い
て
熱
心
に
研
修
を
行
っ
た 

    

行 
 

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


